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CO2の真空紫外域光解離は環境科学・惑星科学において重要であり、ゆえに最もよく研究され

ているフラグメント化過程の１つである。我々は、真空紫外域における CO2の光解離反応ダイナ

ミクスを明らかにすることを目的として実験を行った。90nm真空紫外パルス([1]、光子エネルギ

ー13.6eV)により励起した CO2を、遅延時間をつけた深紫外パルスによりイオン化し、発生する光

電子のエネルギー及び放出角度分布を測定した(velocity-map imaging、VMI)。その結果、反応途上

の光電子スペクトルは He(I)光源で測定されたもの[2]と異なり非常に広帯域であり(上図)、それぞ

れ解離時定数τrapid = 0.7 ps、τslow >> 3 psを示す２つの解離メカニズムが存在することが分かった。

これらは、イオン VMI 測定[3]により存在が予測されていたものである。また、励起直後(<0.5ps)

のみ存在する狭帯域スペクトル成分の存在も新たに明らかになった(下図)。発表では、これらの結

果を ab initio計算により得られた CO2の励起状態ポテンシャルエネルギー曲面と対応させて議論

する予定である。 

 

 

 

 

上図：得られた光電子スペクトル。上から順に、

遅延時間 τ = 20-110, 350-650, 650-950, and 

1100-1400 fs。 

下図：解離時定数τrapid = 0.7 ps、τslow >> 3 psを示

す２つの解離メカニズムによる信号を差し引い

た後の光電子スペクトル－遅延時間マップ 

 

 

 

 
[1] Shunsuke Adachi, Takuya Horio, and Toshinori Suzuki, Opt. Lett. 37(11), 2118 (2012) 
[2] Katsumi Kimura, “Handbook of HeI photoelectron spectra of fundamental organic molecules”, Japan 
Scientific Societies Press (1981) 
[3]Lu et al., Science 346, 61 (2014) 

第76回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2015 名古屋国際会議場)13a-2G-4 

© 2015年 応用物理学会 03-027


